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スピーキング指導



スピーキング指導の問題点

• 日本人英語教師の発音

• ネイティブスピーカー教師への依存

• クラスサイズの大きさ (30 – 40 名／クラス)

• 指導方略の欠如

• 優れた教材が少ない



スピーキング力向上への期待

•大学入試改革ー4技能試験

•グローバル化

•インバウンド、外国人観光客の増加

•2020年東京オリンピック



先行研究

これまでの取り組み



Skypeを利用してのグループ会話練習



2018年度の研究



SpeakBuddy(appArray社のスマートフォンアプリ) 



メニュー



人間と会話練習ーPair Work



学習効果の測定



スマホアプリを利用した発話練習の効果
測定

•Pre-Test (2018年4月)
•TOEIC & OPIc

•Post-Test (2018年12月)
•TOEIC & OPIc

•TOEIC – Test of English for International Communication (ETS)
• Listening 495 points + Reading 495 points = Total 990 points

•OPIc – Internet-based Oral Proficiency Test (ACTFL)
• Novice Low (1) to Advanced Low (9)



OPIc Scale and Score



事前テスト TOEIC スコア

Listening Reading Total

最高点 380 305 685

最低点 110 65 210

平均点 217.5 154.1 371.6

標準偏差 66.23 67.56 128.71



事前テスト OPIc スコア

ACTFL Level

最高点 Intermediate Mid2 6

最低点 Novice Low 1

平均点 Novice High 3.21

標準偏差 - 1.07



事後テスト TOEIC スコア

Listening Reading Total

最高点 320 365 685

最低点 50 75 125

平均点 207.9 160.3 373.4

標準偏差 71.61 72.35 136.23



事後テスト OPIc スコア

ACTFL Level

最高点 Intermediate Low 4

最低点 Novice Low 1

平均点 Novice High 2.94

標準偏差 - 0.95



スコア開発率

スコア開発率＝伸びしろに対する得点差の比率（伸び率）

•TOEIC（満点990点）で、100点上昇した場合

•490点→590点

100/500=20%のスコアが開発された

•790点→890点

100/200=50%のスコアが開発された



スコア開発率 (SDR)

TOEIC OPIc Average

最高 27.87% 16.67% 10.54%

最低 -24.42% -100.00% -52.52%

平均 -0.57% -5.42% -3.00%

標準偏差 11.57 21.91 11.86



スコアの差異

スコアの差異 TOEIC OPIc

スコア上昇 12名 4名

スコア下降 20名 7名

変化なし 2名 23名

被験者合計 34名 34名



相関関数 (Correlation Coefficient)

Test Correlation Coefficient

OPIc 事前テスト・
事後テスト 0.687

TOEIC 事前テスト・
事後テスト 0.788

OPIc 事前テスト・
TOEIC 事前テスト 0.483

OPIc 事後テスト・
事後テスト 0.459



アンケート結果
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1. AIを利用した英語発話練習に興味をもちましたか
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2.4. 役に立つと思いましたか
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15. このような学習システムを授業で利用したいですか



昨年度のまとめ



SpeakBuddyを利用した講義のまとめ

•繰り返すだけの発話練習

•英文を自ら作ることがない

•評価がない

•スピーキング能力に大きな向上は見られなかった

•学生の感想から、評判はよく、期待度は高い

•AIを利用した学習システムに期待されている



今年度の研究

ELST-Introducing Japan in Englishを利用
した英語発話練習とその効果測定



English Listening and Speaking Testing (ELST)
• サインウェーブ社、成美堂

• Introducing Japan in English

• 音声認識を利用した発音評価

• AIによる採点

• 教科書、E-Learning 
• リーディング

• リスニング

• スピーキング

• ライティング



教材の構成ー教科書 (PDF)
1.Reading

1. Vocabulary Study
2. 本文
3. Comprehension 

Questions
4. Note Taking 

Exercise
5. Grammar Exercise

2.Listening
1. Dialog
2. Vocabulary
3. Comprehension

3.Speaking
4.Writing



もくじ 1
Part 1 Geography and History

1. Geography 地理 Coming to Japan
2. Population 人口 Japanese people
3. Climate 気候 Weather
4. History 歴史 History
5. Politics 政治 Emperor’s Palace
6. Nature 自然 Environment

Part 2 Industry and Economy
7. Industry 産業 Japanese Technology
8. Economy 経済 Economy
9. Jobs 仕事 Jobs
10.Transportation 交通 Subways
11.Environment  環境 Recycling
12.Social Issues 社会問題 Bullying



もくじ 2
Part 3 Lifestyle

13.Family 家族 Visiting a Family
14.Housing 住居 Living in a House
15.Education 教育 Schools
16.Social Welfare 社会保障 Pension Plan
17.Religion 宗教 Wedding
18.Health Care 健康 Hospitals

Part 4 Culture
19.Language  日本語 Language
20.Traditional Culture 伝統文化 Culture
21.Culinary 食文化 Healthy Food
22.Pop Culture ポップカルチャ Pop Culture
23.Sports スポーツ Sports
24.Festivals 祭り Festivals



教科書







E-Learning 教材



ELST- Introducing Japan in English (Menu)



Menu



Vocabulary Practice



Vocabulary Test



Grammar Exercise



Reading - Shadowing



Dialog Practice



Speech Practice





学習効果の検証



ELST Check Testによる効果測定
• 学習開始時ー4月

• 中間期ー7月

• 学習終了時ー12月

• 英検2次試験形式のスピーキン
グ試験

• AIによる自動採点



Pre-Test / Post-Testのスコアの比較による効果測定

• OPIc試験の実施
• Pre-Test 5月

• Post-Test 12月

• TOEIC L&Rの受験
• Pre-Test 5月

• Post-Test 12月
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アンケート調査
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リスニング能力を向上させたいですか



5

48%

4

34%

3

12%

2

3%

1

3%

スピーキング能力を向上させたいですか
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ELSTに興味を持ちましたか
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役立つと感じましたか
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英語を話すことへの抵抗が少ない
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同じ練習を繰り返すことができる
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自分の都合の良い時にいつでも会話できる
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AI相手に会話すること自体に違和感がある
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今後大学の授業でAIを利用した英語学習システムを使いたいですか



AIを使った英語学習システムの良い点

• 自分は、割と面と面に向かって英語を喋ろうとすると変に焦ってしま

うので、こういうAIとの会話は比較的やりやすかったです。

• 精度が上がっていく。1人でも気軽にできる

• 相手が人間じゃないから緊張しない

• 自分の発音を評価してくれる

• 自宅でも勉強ができるのはいいと思う

• 失敗を気にせず挑戦できる

• 全員同じスピードで授業を受けられる。

• 学校外でも、リスニング、スピーキングの練習ができる点

• 発音が正確にあってるか確認できる点

• 相手の顔がないので、話す際にあまり緊張しないこと



AIを使った英語学習システムの悪い点

• 決まったことしかできない

• 画一的な会話しかできない

• 決まったことしかできない、採点が不安定

• 判定がシビア。少し噛んだり、間が空いたりするとすぐに点数
に反映されてしまう。

• 自然な会話練習にならない

• 雑音まで配慮してほしい

• 発音の点数の原因がよくわからない

• 実際の人間同士のコミュニケーションとは異なってしまう点



ELSTに対する、ご感想、ご意見、今後期
待すること

• スピーキングの採点方式が高得点を狙いたくなってとても面白いと思います。

• いつでも気軽に出来て楽しいです。不具合が減ったらいいと思いました。

• 面白い試みだと思うので、今後のサービス向上に期待しています。応援しています。

• 画一的な文章を練習したりするのでは無く、AIとの自由な会話をして、発音や文法に
間違いがないかなど出来ればもっといいと感じた

• さらにAIを改良をし、もっと良い英語学習ソフトになることを期待します。

• AIを信用しているので、採点内容に自信が持てます。

• 人間と話してるような、自由度を高めてほしい

• 入力を正しく認識できるようになる点や応答のパターンを増やすことができれば教材
として広く普及されるようになる。

• 教育の場にもっと広く利用されるべきだと思います。

• 家の中でも、家庭教師のような感覚で学習ができるようになっていくことを望みます



教材の評価（教員から）

1.内容について(Content)

Reading – Introducing Japan

• 日本人にとっての常識を英文で再学習することはよいと思います。
記載内容も教科書的でいいと思います。

• 内容が取りやすく、分かりやすい文章、長さも良。

Listening

• Dialog の内容がPDFに掲載されているので、音声を聴く前に学生が
英文を見てしまい、Listeningの課題としては使いにくいと思いま
す。暗唱させてspeakingの練習課題にするほうがいいと思います。

• 大変分かりやすい対話である。



全体を通じて(Overall)

• よくできた教材であると言えます。50分で週３回の授業であれ
ば、会話や作文にも時間をあてられると思いますが、英単語・
語句ばかりでなく（電大生の知識の範囲を考えると）記載内容
の背景まで説明すべきとの認識があり、現状として、reading
の内容理解、語彙と文法で授業時間の約80％を費やしておりま
す。

• 日本の紹介として内容がよく、わかりやすい

• パソコンだけでの学習では解説などのメモが取れないので各
チャプターごとのプリントアウトが必要。
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